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   There are many papers reporting that scotochromogenic mycobacteria similar to the group 

II scotochromogens are found in gastric juice of healthy persons, soil, water, etc., their resem-

blance being mainly based on morphological and on some biochemical observations and no 

acceptable identification being yet done. 

   According to the principle of numerical taxonomy (Sneath, 1957) (16), an acceptable 

identification would be possible only when two groups of bacteria have similarity in a great 

number of many characters tested at random. If two groups of bacteria belong to the same 

species, they would show a much more similarity than show different species, and if they 

belong to different species, they would show a considerable number of different characters. 

Recognition of a species is based on a relative similarity among various bacteria. 

   In case of pathogenic scotochromogens, their uniformity in characters and formation of a 

separate cluster in numerical classification have been demonstrated previously (Tsukamura, 

1966) (22,  27). Accordingly, identification between the pathogenic scotochromogens and some soil 

scotochromogens would be made provided a high similarity (S-values more than 91%) is shown 

between these two groups of scotochromogens. Identification of some soil scotochromogens with 

pathogenic scotochromogens could be done as follows  : 
   Numerical classification in small schedule. 

   A small schedule of numerical classification was done using 100 characters described in the 

first report of this study. The results are shown in Table 1. Three representative strains of 

the pathogenic scotochromogens and 9 strains of soil scotochromogens showed S-values higher 

than 91% and formed one cluster. It has been thought that the pathogenic scotochromogens 

and these soil scotochromogens belong to the same species. The S-value table showed other two

* From National Sanatorium, Chubu Chest Hospital , Obu, Aichi-Prefecture, Japan.
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clusters,o貸egroupoftwo,sl◎w-growingscotochromogens(2506and2507)緬d舞h6therGffb庶 ・ 蟹

rapid-growingscotochromogens(358,312,303and309).

ThreεtyPes
-Lゾscotochromogensisolα 彦edfrgMsoil・.

Assh・wni償heS-valuet撫ble(Tablei)海re6tヅpes6fsヒbt・chr｡m・ 宮ens,tw・s1・w-gr・w-

i簸gan母onerapid-gr◎wing・werefoundinvFo塞lsco㌻ochrombgens・T轟e繭 丘rsピ(strains1959to370)

wasidenti負edwiththepath・genicsc・t・chr卿gens・ Ψhic妙asnam£dpr・visi｡nally砿 α¢襯e・

Thesecondwasc◎nsideredtobeanewspeciesandwasnamedルfycobac彦erium8α 〃inaγum(sρ.

初 の.Strains2506a嶽d2507belongtothi$,Its 、ηam¢.is(1,U,etq,thefactthattheyhavebeen
ぐひ も ド ましゆ しい 　 ロ

is◎1atedfr◎msoilbyfowlbodypassage.Theセhird∴for㎡ 魚g`onecluster,belongstoanew
　 ラ ケ ぼ コ ヂ ぱ でまニ ぐ

speciesthathasbeendes6ribedrec6ntly6ジtSika"tnurail'1966)(27),躍 ンc・bact〃 嬬 傭 襯.

Thisisarqpi母 一事row麺g・ ・pnyc◎bacteri寡1spサc鹸s,1題n"t海elstrains358to309correspondtoNCTC

10437
.t・ 聯40ぞrrsprctively・whichar磯 岬 斡 μ 『in't坤Nati・na1C・11ecti・ 叫L・nd・n・astype

strai斡(2506〒ATCC
、1971α;2507=ATCC.1留 勒｡∴'

Charactersofthesemycobacterialspecies,M.⑳ 襯e,M｡gα 〃i"aru携andM.auru甥aresh◎wn

し ロ
inTable2,andthoseofM.aquae(pathogenicscotochromogens)areinthesecondreporし

CO棚 γis伽⑳1γ 吻06勉 励 ⑳ ρ解 礁 そ
硯坤qg吻 奪letg・cl「gm,ggens伽dth日ofZSω まひ

ch「o獅ogen日 鰍 う⑳ 解9姻 加s佛8s岬 θ㌔ ・㌔ へ ・一・

Vimlenceformicewastestedtakingthevlablenumbersinthelungsandinthespleenas

anindex(CFls廿ainofMiceweighing'22to249.).Theresults・areshowninTable3.Itwas

shownthatthepa恥ogenigscotbchrom、ogすns'halveahighervirul6ncefot.micethanhavethesoil

scot◎chromogens.Fro恥theseresults,itisisuggestedthaガsomesoilscotochromoge簸shavi灯ga

highvirulence,ifexist,卑aγ
、infecthuman..、,、 、,,、.｡、

竃

緒 言

Runyoni>・ のgroupII・scotochromogensと 類 似 の抗t

酸 菌 を 健 康 人 胃液,水,土 壌 な どか ら分 離 した とす る報

告 は 数 多 い2)N15)｡し か し,こ れ らの 報 告 に い う類 似 性

は,た ん に 形 態 的類 似 性(発 育 の 遅 い 黄燈 色 集落 を作 る

抗 酸 菌)を い うか,ま たは2,3の 生 化 学 的反 応 に おけ

る類 似 性 を 指 す にす ぎなか つ た｡し た が つ て 人体 で病 源

性 を 示 したscoto・ と同 一 で あ る とい うに 足 る 根 拠 とはe

い い が た い｡

も しわ れ わ れ が 病 原 性scoto・(=path◎genicscoto・"

chromogens=人 体 で病 原 性 を発 揮 した と 信 じ ら れ る

scotochromogens)と 土 壌 中 のscoto・ とが 同一sPecies

で あ る とい お うとす れ ば,次 の手 続 きを 経 る こ とが 必 要

と思 わ れ る｡第 一 に,病 原 性sc｡to・ の性 状 を 十 分 調 べ

て,そ の 分 類 を 確 立す る こ と｡第 二 に 土 壌 中 の"scoto.

の性 状 を 同 じ よ うに 調 べ て分 類 す る こ と｡第 三 に 同 一

speciesと 期 待 され る 病 原性scoto・ と土 壌scoto.の 性

状 を比 較 す る｡

以 上 の3段 階 は,被 検 菌 の性 状 を調 ぺ て,Sneathi5)～18》

のnumericalclassificationを 行 な うこ とに よつ て 同時

に 行 な い うる｡Sneathの 「す べ ての 性 状 を 等 価 とみな 一

す 」 とい う考 えに 対 しては,な お若 干 の批 判 は あ る にせ

よ,今 日分 類 を 行 な う最 も合 理 的 な 方 法 で あ る こ とには

ほ とん ど疑 問 の 余 地 は な い｡将 来Sneathの 方 法 が 改 め

られ る と して も,そ れ は 彼 め 方 法 の否 定 で は な く,そ の

改 良発 展 で あ ろ う｡い まわ れ わ れ が 病 原 性scotG.と 土

壌scoto・ の 同定 にnumericalclassificationの 考 えを

適 用 す れ ば 次 の ご と く考 え られ る｡病 原 性scdto・ は す

で にnume「icalclassificati｡nでonesPeciesを 形 成 す

る と認 め られ て い る19)2｡》(た だ し このspeciesにnon・

photo・ の 一 部 を 含 む 可 能 性 が あ る19))｡し た が つ て土 壌

scoto・ の一 部 が,こ れ と同 一一speciesに 属 す る とす れ

ば,こ れ らの 菌 は 他 のspeciesに 属 す る 菌 と比較 して,

相 対 的 に よ り多 数 の 共 通 性 状 を示 さね ば な らな い｡す な

わ ちatrandemに 選 ばれ た 多数 の 検査 で,同 一species

に 属 す る菌 は 多 数 の 共 通 反 応 を 示 し,・一・…L方他speciesに

属 す る菌 との 間 に は,よ り少 数 の 共 通 性 状 しか 見 出 だ し

えな い で あ ろ う｡し た が つ て 各 菌 株 の 間 で 性 状 の 一 致 率

を とれ ば,同 一speciesに 属 す る菌 株 は 一 致 度 の 高 い群

と して見 出だ され るは ず で あ る｡こ の 一 致 度 はnume・

ricalcalssificationセ こ お け るsimilarityvalue(S-

value)に ほか な らな いo

わ れ わ れ は 病 原 性scoto・ と土 壌SC｡t｡・ の 間 に 小 規

模 のnumericalclassificatienを 行 な うこ とに よつ て,

土壌scot◎ ・ の 中 に3つ のspeciesを 認 め る と と もに,
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Table1.S-ValueTableof.ScotochromogenicMycobacteria
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そ の一 つ が 病原 性scoto.と 一 致 す る こ とを 確 か め る こ

とがで きた｡

実 験 方 法

被 検 株 は土 壌 か ら分 類 したscoto・ の 中 か ら 予 備 的検

討 の結 果 選 ん だ 代表 株15株 と,病 原 性scoto・ の 代表 と

して,3株(virulence比 較 に は7株)を 使 用 した｡病

原性sceto・ が 分離 され た のは 比 較 的 古 い 年 代 に あ た る

の で,土 壌scot｡.も1960年 分 離 の もの を 使 用 した｡

た だ し"1959"株 は 土 壌 を マ ウス に 注 射 す る こ と に よ

り,1965年 に 得 た も の で,ま た"2506"株 と"2507"

株 の2株 は,1966年 に 土 壌 を ニ ワ トリに 筋 注 した 後,

臓 器か ら分離 した もの であ る｡他 の菌 株 は 土壌 の アル カ

リ処 理 に よ り分 離 した｡"1959"な い し"2507"の11株

(表2参 照)は 発 育が 遅 く,"358"な い し"309"の4

株 は発 育 が 速 い｡い ず れ も単 一 集 落 に 由来 し,発 育 の 初

めか ら黄 色 な い し榿 色 に着 色 した 集 落 を 形 成 す る｡抗 酸

性桿 状 菌 で,mycelium形 成,分 枝 形 成 と もに 認 め ず,

cordを 形成 し な い｡非 運 動 性｡genusMycebacterinm

に属 す る と考 え られ た｡

検 査 方 法:第1報21)に 述べ た100項 目の検 査 方 法 を 適

用 した｡

Numeaicalclassification:上 記100項 目の 検 査 結 果

を 十 また は 一 と して,カ ー ド に 記 入 し,被 検 株 相 互 の

S-valueを 出 した｡

S-value=(2株 の 間 で 一 致 した検 査項 目数)÷(全 検 査

項 目数)×100%｡

Virulence:CF1系 マ ウ ス(体 重22～249)に 対 す る

virulence(毒 力)を,肺 お よび脾 の 生 菌 数 を 指 標 ζ し

て表 わ した｡L6wenstein--Jensen培 地(LJ培 地)3遍

培 養 菌 か ら菌 液(5mg/m9)を 作 り,そ のO・2ml(1mg

湿 菌 量)を 尾 静 脈 か ら注 射 した｡1株10匹 のマ ウ スを

用 い,注 射 後,1,2,3週 後 に3匹 ず つ の マ ウ スを 殺 し

て,肺 お よび 脾 を 秤 量 して,ホ モ ゲ ナ イザ ー で 均 一 化

し,100u/mlのpenicillinG液 を加 え て10倍 希 釈 液

と した｡こ れ を さ らに10"4ま で10倍 希 釈 し,各 希 釈

液 のO.02mlをLJ培 地(5本)に 接 種 し,37℃2～3

週 後 に集 落 数 を 数 え,1匹 の 臓 器 に含 まれ る生 菌 数 を 計

算 した｡

実験成績および考察

Numericalclassification

S-valuetableは 表1に 示 す ご と くで,こ の 結果 か ら｡

被 検scoto.は3群 に分 か つ こ とが で き る｡

(1)第1群 二SJ-1な い し"370"ま で の12株｡SJ-1

な い しSJ-9の 病 原性scoto.3株 と"1959"な い し

"370"の 土 壌scoto ・9株 は 明 らか に 同 一 群 に 入 り,厨

一speciesと 考 え られ る
｡す なわ ち本 研 究 の 第2報22)に

命 名 した ご と く,M.aquaeに 属 す る｡(注:最 近 の

Runyon23)の 総 説 に よ れ ば,Galli-Valerioに よ つ て

LausanneCollectionに 寄 託 され た菌 株 は.M.smegmatis

で あ つ た とい う｡も しこれ が 真 実 な らば,病 原 性scoto.

にM.aquaeのspecies名 を与 え る こ とは 適 当で な く,

な に か 他 のspecies名 を 探 さね ば な ら な い｡し か し

Prissick&Masson2i>に よ るM.scrojulaceumも そ の

定 義 が 判 然 とせ ず,Bojalilな ど25)のM.marianumお
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Table2. ComparisonoftheCharactersofScotochromogens

Strain

SJ-1

SJ-5

SJ-9

ユ959

356

357

364

366

367

368

369

370

2506

2507

358

312

303

309

Coloniali

Morph.Pig.

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

S十

S十

S

S

S

S

十

十

十

十

NOs

red,2

土

十

十

十

十

十

十

2-W一

aryl.s

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

To1.

0.1%

P.A.る

一

十

十

十

十

十

十

Growth

at

37｡45e

Amidase5

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 一

十

十 一

十 一

十

十

十

十

Organicacids

asCsourcee

Acidfro】m

carbohydrates?

A

A

A

A

A

P

P

P

P

ASMPF

ASMPF

墜

ASMPF

ASMPF

ASMPF

ASMPF

一

一

一

一

一

一

GM

一

一

GM

-

一

一

一

GMXTIMt

GMAXIMt

GMTIMt

GMTIMt

寧Strai益sSJ-1toSJ-9wereiso1滋edfromhumansources(pathogenicscotochm瓢ogens);strains1959to370wereisolated

fro醜soilsources;8traing2506and2507wereisolatedfromsoilbyfowlbodypassage;strains358to309wereisolated

fromsoilsources.StrainsSJ一 日02507areslowlygmwingscot㏄hrom｡gens,andstrains358to309arerap亘dlygrow-

ingscotochro瓢oge識s.

り

ひ

の

の

ロ

ー

ウ
2
3

4

FO

6

華
7

Colo豆ia1血orphlogyandpig漁entation.S轟s粗oothR郭rou霧h.

Nitratereductio臓.

Twひweek-arylsulfatase・

TolerancetoO.1%picricacid(Sautonagar).

Amidasesaccordin鑑tothe鶴ethodofB6nicke.Timeofi登c曲at三 〇聡was16b｡讐rg.A=acetamidaseB鑑benzamidase

U=蟹easeI=isonicoti益amida8eN=nic｡tinam三daseP=pyrazlnamidaseS謹saHcylamidaseA1驚alla獄toinaseSu讐

su¢ci登amidaseM=顕alo箆an記ase

Utili忽ationoforg無icacidsforgrowthassoleCsource.A=acetateC=citrateS=succinateM=malateP嘗py-

ruvateB=benzoateMo=塒alo蕊ate.F=畑narate

Addfro瑚carbohydrates.G=glucoseM=ma雌oseG=galactOseA鐘arabinoseX鷲xyloseRh=rhamno8e

よびM.gordonaeが 浮 ぴ あが つ て くる｡し か しB｡jali1

な どの命 名 も,第2報22)に 論 じた ご と く両 者 の 区 別 が あ

い まい で あ る｡い ま,か りに わ れ わ れ は 病 原 性scoto.と

同 一 群 に 入 る土壌scoto・ お よび 第2vazz)に 示 した菌 株 を

Maquaeと 名 づ け てお く｡い ず れ に して も このspecies

の 定 義 お よび 性 状は 第2報Wt)に 示 す ご と く で,こ の

£peciesの 定義 は わ れ わ れ に よつ て 明確 に され た も ので

あ る｡)

・(2)第2群:"2506"お よび"2507"の2株
｡こ の

2株 は独 立 の群 を形 成 す る の で,新 菌 種 と考 え られ る｡

これ をMycobaeteriumgallinarum(sP.nov.)と 命 名

す る｡slowgrowerに 属 す る｡Mgallinarumの 由来

は,本 菌 株 が 土壌 を ニ ワ ト リに筋 注す る こ とに よ り,そ

の 臓 器 か ら分 離 され た こ とに よる｡

(3)第3群:"358","312","303","309"の4

株｡こ の 群 は 前 に 東 村 ら26)27》に よ り 新 菌 種 と して 報 告

され た もの で,Mycobacteriumaurumと 命 名 され た｡

rapidgrowerに 属 す る｡上 記4株 はtypestrainsで,

お の お のNCTC10437,

NCTC10440に あ た る｡

NCTC10438,NCTC10439
ひ
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UtilizatioRofC-compOundsas801eCsource8

G

G

G

GM

GM

G

G

GM

GMAX

GM

GM

SuE

P

EP

EP

EP

P

P

TIMtSoFSuEP

IMtSoF EP

1323

23

TIMtSoFSuEPpro1323

TIMtSoF EPpr01323

UtiliZationof

N一compoundsas

NandCsource9

Gl

G1

G1

GIGc

GIGc

一

一

一

MT

MT

GIGcAMT

GIGcAMT

UtiH2atio識ofN-co鵬pou籍ds

assoleNsourcelo

To1.to

O.25mg/ml

NH20H

GS

GS

GS

GSM

GS

GS

GS

GS

G

GM

GS

GS

PNSNO3

UPNSNO3

UPNSNO3

PINSNO3

UPSNO3

UPSNO3

UPNSNO3

UPNSNO3

UPSNO3

UPNSNO3

PINSNO3

UPNSNO3

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

GSA

GSA

PNO3

SNO3

一

一

GSA

GSMA

GSA

GS

PINSNO3

UPINSNO3

UPINSNO3

ABUPINSNO3

一

一

一

一

8

9

ユ0｡

T需trehaloseRa窯ra伍 獄oseI=三nos三tolMt駆1na且nitolSo謬sorb三 堀

Utilizatio箆ofCarbohydratesassolecarbonsourceforgτowth.G瓢glucoseM=ma簸noseG瓢galactoseAコarabinose

X謹xyloseRh=rhamnoseT竃trehaloseRa謹ra伍 箆oseI・ ・inositolMt=醜annitolSo濡sorbitolF=fructoseSu=suc-

roseExethanolP犠propa無01pro=propyle獄eglyco113瓢1,3-b縫tyleneg1yco123=2,3・1)utyle滋eglyco114諾1,4-buty1-

eneglycol

UtilizationofN-comp《)mdsassole,simulta登eousNa登dCsourceforgrowth.Gl営L-91utamateS=L-serえneGc鑑

glucosa血 三血e.HαA=acetamideB諾ben2a瀟ideM=mo塾oethaaolami訟eT=trimethyle登ediamine

Uti1三zationofN-comp｡u覧dsassoleNs｡urceforgrowth｡G・ ・glutamateS=レserineM=レ 憩ethioni籍eA=aceta鶏ide

B謹be鷲za面deU篇ureaP=pyra望inamideI醤is｡職iとoti箆amideN=n三co娠 登am三deS=succinamideNO3饗 路itrateNOa

=獄itrite

Remarks.Allstrai訟shaveanegative魅iacintest,apos三tivegrowth｡nO.2%Na-p-ami脇osalicylate-Ogawaegg凱e-

d三um,apositivegrowthonα1%Na-salicylate-Ogawa.egg斑ediumandapositivegrowthonO.025%8-azagu鋤 三簸e-

Ogawaeg9血edium.

土壌 分 離scot㏄hromogensの 性 状

土壌SCOSO.は 上 述 の ご と く,M.a4#ae,M.gallin・

Utrum,M.aurumの3種 に 分 類 され る｡こ れ らの 性 状

・は表2に 示されている｡表 には発育速度は示 されていな

"X,・が ,M.aquaeお よびM・gallinarumはslowgrOW-

℃rsで あ り,M.aurumはrapidgrowerに 入 る｡

M.aquaeの ほかspeciesか らの 鑑 別点 に つい ては 既

一報 した22)｡M・gallinarumはM・aquaeと 似 て い るが,

次 の7性 状 で 区別 で き る｡

M,gallinarumは(i)硝 酸 塩 を 還 元 す る,(ii)o.1

%お よびO.2%apicricacidに 耐 性(Sauton寒 天),

(iii)～(v)succinate,malateお よびfumarateをC源

と して利 用 す る,(vi)L-glutamateを 同 時NC源 と し

て利 用 す る,(vii)NH,iOH-HCI250γ/ml,1%小 川 培

地 に発 育 しな い｡M.aauaeは,こ の7点 に つ い て 逆 の

成 績 を 与 え る｡

病 源 性scotochromogensと 土 壌scotoc㎞omogens

の マ ウ ス に 対 す る毒 力 の 比 較

静 注 後 の 肺 お よび脾 の生 菌 数 を指 標 と して,マ ウ ス に

対 す る毒 力 を み る と,表3の とお りで,」 般 に 病 原性
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Table3.VirulencetoMiceofMultipleHumanIsolatesand

-ofSoilIsolatesofSc◎tochrom◎gens

Numberofv三aI～1eorg㌫nismsperor琴aガ

Sizeofinoculation
Timeafteri無ocuヨatio鷲

Strain(No.ofviable

O鶏eweekTwoweeksThreewe¢ks
㌦ 噸sms)

L-9・!慧Plee蕊 「了 藤rsllee獄L-9・ISp!ee額

ll=11:翻:7・ 號ll亭0・鰍5撰L25濃gllll:219

91:gil:1:1　 2、ll9>翻 窟1幅12il:1器1鑑:譜
一・i

SJ-84.1×108923,550:54:1,0101,740340,000

-SJ
-9;1 .7×109103-'4,150121,600700,000…1,590280,000

SJ-131十 ‡・2×10950ド ー一・5・2801<60
1-2・3101・0802砿200

3561}6.7×108-222-一 ・603i<47<70〈76く54

-3571.5.・ 凶…_3928{〈45<・8<48<27ノい 　
364i

-3・2※10312341・210i〈52<76<42,く36
""366巳2

.3×108夢 く27叫 噛21…<3827<60<33

3671'7・7×108』"
、4811,700二i<392・430〈60<86

ボ368・1・6×1095,410_a52,000<603,400<581,460

寧Averageinthreem謹ce
,・ ・t・リザ ノ

StraiRsSJ4toSJ一13are揃u玩iplehu搬a箆isolates(path(∫ge臓icscotochro斑oge獄s),andstrain8356to370aresoi1

-i$olates.・ ㍗1ぜ 、

scoto∴ の ほ うが 土 壌 もcbt6・ よ りも毒 力 が 強い｡'一'

病 原 性sc◎to.の 分離 年 は,SJ-1(1941),SJ-2(1949),a

SJ-3(1958),SJ-5(1958),SJ-8(1958),SJ-9(1959),

SJ-13(1958)で あ り,土 壌scoto.の 分 離 年 は1960年 で ㌧

あ るか ら,毒 力の 差 を 分 離 後 の 保 存継 代 数 に帰 す る こ と.
ノ

は で きな い｡も しそ うで あ れ ば,分 離 年 代 の古 い 病 原 性

scoto・ のほ うが 毒 力 が 弱 い 結 果 に な るは ず で あ る｡し か

し事 実 は,病 原 性scoto・ の 毒 力 の ほ うが 強 い の で あ る

か ら,こ の 差 は 病 原 性scoto.の 固 有 の性 質 と考 えね ば

な らな い｡

病 原 性scotG・ と土 壌scoto・ とは 同一speciesに 属

す る と考 え られ る に もか か わ らず,そ の マ ウス に対 す る

毒 力 に は 差 が あ る｡し てみ れ ば 病 原性scoto・ は,こ の

speciesの 中 の毒i力 の強 いmutantsで あつ て,そ の 毒

力 の強 さ の た め に人 体 に 感 染 を 起 こ した もの と想 像 され

る(も ち ろ ん人 体 側 の条 件 も問題 に な るが)｡以 上 の ご

と くscoto・ に関 す るか ぎ り病 原 性sc｡to、 の 起 源 は,

土 壌 な い し水 の 自然 界 に あ る と考 え て よい｡

総 括 亀

,・(1)病 原 性scotochromogenの3株 と 土 壌scoto・

chromogens15株 で,100項 目の 性 状 に つ い てsmall

schedulenumericalclassificationを 行 な う と,被 検 株

は 次 の3群 に分 類 され た｡こ の 結 果 を 前 に 著者 が 行 なつ

ごたMycob4cteriumのnumericalclassificationの 結 果

・とあわ せ 考 え て, A以 上 の3群 は お の お の 独 立 のspecies

と考 え られ る｡

第1群:病 原 性scoto・3株 と 土 壌scoto.9株｡

slowgrOwerに 属 し,M・aquaeと 命 名 した｡

第2群;土 壌scoto.2株｡slowgrewerに 属 し,

・・M.gallinaγum(sP.nov・)と 命 名 した｡

第3群:土 壌$coto・4株｡rapidgrowerに 属 し,

M・aurum(SP.nOV・)と 命 名 され た｡

(2)M.aquae,M.gallinarum,M.aurumの 性 状

を 表2に 示 した｡病 原 性scoto.はM.aquaeに 属 す

る｡

(3)病 原 性scoto・ と土 壌scoto・ の あ る もの は 同
'

-species(M・aquae)セ こ属 す る
｡し た が つ て 病 原 性

scoto・ の 起 源 は 土 壌scoto・ に 由来 す る と考 え られ る｡

しか しマ ウス に 対 す る 毒 力 は 静 注 後 の 肺,脾 の 生 菌 数 を

指 標 と して み る か ぎ り,病 原性 ・sceto.の ほ う が 同 一

sPeciesの 土壌scoto.よ り高 い｡土 壌scot◎.の 中 で毒

力 の 比 較 的 強 い もの が,人 体 側 の 条 件 とあ い まつ て,人

体 に 感 染 を 起 こ した もの と推 定 され る｡
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 Gam. Mycobacterium gallinarum  co type strain 
 Ll..,-c 2506  a (ATCC 19710), co-type strain  L 

 1.,--C 2507  a (ATCC 19711)  75; American Type 
Culture Collection t-1,--ct,N  0)




